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＜写真＞風來講堂 

当協会は、1 月 26 日（火）に東京都渋谷区内の
風來講堂において、「第 2 回木のいえ探究会」を開催、
会員を含む約 60 名が参加しました。 

 
冒頭に挨拶した⼆木浩三会⻑は、「住宅業界にはハ

ード（モノ）を超えたソフト（心）で選ぶ、いわば『暮ら
し方』を選ぶという市場の変化が起きており、当協会の
存在理由はソフトの普及・市場拡⼤にある」と語り、会
場の注目を集めました。 

 
＜写真＞開会挨拶をする二木会長  

続いて、横浜国⽴⼤学名誉教授の⽮⽥茂樹先⽣
（当協会名誉会員）は、「木材の経年変化と木のいえ
の魅⼒向上について」と題した基調講演を⾏い、「⼈間
は『⾒た目』に敏感だが、時間とともに落ち着いた⾊彩に
変化する木材を自分と重ねあわせ、むしろ好感をもって
受け⼊れている。当協会の委員会では、木材の経年美
化を調査中であり、経年美化をもたらす設計や維持修
繕の⼯夫などを整理中である」と話しました。 

 

 
＜写真＞実演を交えつつ講演する矢田先生 

また林野庁木材産業課の服部浩治課⻑補佐には、
「これからの木材利⽤について」と題した基調講演を頂き
ました。その中で服部課⻑補佐は、具体例や豊富なデ
ータをもとに、林野⾏政における木材利⽤の拡⼤に向け
た住宅分野での利⽤推進、公共建築物等における木
材利⽤に加え、輸出対策等の拡⼤策などの取組を説
明し、さらに東京五輪施設を巡る経過などを紹介後、
「２０２０年までに 日本を木材あふれる国にしましょう」
と結びました。 

 
＜写真＞木材利用の展望を語る服部課長補佐 

 今回の両講師の講演は、ソフトを支えるハードの⼤
切さを感じさせる内容でした。今後も協会の情報発信に
ご注目下さい。また協会⼊会等のお問い合わせは事務
局まで。 

＜事務局連絡先＞ 
〒150-0045東京都渋谷区神泉町22-2神泉風來ビル２階 
TEL: 03-5790-6360 / FAX: 03-5790-6361 
E-mail: info@kinoie-1ban.or.jp 
Web:  http://www.kinoie-1ban.or.jp/ 

第二回『木のいえ探究会』開催 


